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ユリのりん片繁殖(scaling,scalepropagation)

に関する研究は多いが,scaling条 件 のうち,光 の影

響に関する報告は,主 として暗黒に刻する光条件が仔

球の生育反応(仔 球形成,肥 大,発 根,出 葉など)に

どのような影響を及ぼすかという観点からなされたも

のであり(Tincker,1936;Walker,1940;田 村,

1949;McRae,1964),さ らにすすんで,ど んな色の

光が仔球の生育反応にどのような影響をもたらすかに

ついての報告例は見当らない.

そこで本実験においては,①scaling期 に与えら

れた光質によつて仔球形成,肥 大,発 根はどのように

異なるか,② 光によるりん片葉発生の促進(抽 台抑制)

作用が光質によつてどのように異なるかを明らかにす

ることを目的とした.

本研究の遂行にあたつて指導をいただいた本学部上

本俊平教授 および 原稿の校閲をいただいた九州大学

名誉教授福島栄二博士に深謝の意 を 表する.ま た,

phytotronの 使用については松井健教授 の ご配慮を

得た.記 して謝意を表する.

材 料 お よ び 方 法

促成栽培に使用されてきたテッポウユリ"ひのもと"

を採花直後(1972年10月 末)に 掘 り上 げて,1・5g

以上のりん片を採り,1972年11月4日 から翌年4月

3日 まで九州大学生物環境調節センターのphytotron

内恒温室でscalingし た.温 度は25,15,10℃ と

し,各 温度区に暗(D)区 と明(L)区 とを設け,L

区の光源には赤色(R),橙 色(0),青 色(B)の 各

螢光灯(三 菱カラードランプ,FL-20-R,FL-20-O,

FL-20-B)を 使用し,24時 間連続照明(い ずれの光

質の場合もりん片の頂部における光量を0.015gcal/

cm2・minに 調整)と した.

りん片は上部1/2～1/3を 露出して,鋸 屑を培地と

した木箱(24×13×7cm)に 植え込んだ.培 地の湿度

を保つため必要に応じてHyponex1,000倍 液で灌水

した.Scaling開 始後は随時木箱単位でサンプリング

して生育状況を調べた.供 試 りん片の数は1箱 当り約

20個,1回 のサンプ リングには1区2箱 を使つた.生

育状況の調査は,① 仔球を着生 したりん片の数,② 枯

死 したりん片の数,③ 形成された仔球の数,④ 仔球の

大きさ,⑤ 発根 した仔球の数,⑥ 根数,⑦ 出葉につい

て経時的に行なつた.① および②は供試 りん片(サ ン

プリング区毎)に 対する百分率で表わした.③ は1り

ん片当りの平均仔球数で,④ は仔球の直径を測定 し,
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その平均値で示 した.⑤ は形成された仔球に対する発

根 した仔球の割合で,こ れを発根率とした.⑥ は発根

した仔球のみについての平均根数である.⑦ は地表で

観察される葉のついた仔球数を,形 成された仔球に対

する割合として表わした.

結 果

仔球形成 供試りん片のうち,1個 以上の仔球形成

がみられたりん片の割合をFig.1に 示す.ど の温度

でも光質による差異は認められなかつた.明 暗の差の

影響は25,15℃ で は見られなかつたが,10℃ で は

明らかにD下 で仔球の形成が遅れた.

Fig. 2. Effect of light quality on scale 
bulblet initiation. Symbols are the same 

as shown in Fig. 1.

Fig. 1. Effect of light quality on scale 
 bulblet initiation. Scaling temp. (CC) ; 

— : 25, - - -: 15 and ••. 10. Light quality 
and dark ; o : Red, * : Orange, o : Blue 
and • : Darkness.

1り ん片当りの平均仔球数はFig.2に 示すように,

25℃ では光質による差は見られなかつたが,15お よ

び10℃ ではR下 の場合,O下 やB下 の場合より多い

傾向がみられた.な お,実 験末期には25お よび15℃

Fig. 3. Increasing of dead scales. Symbols 

are the same as shown in Fig. 1.

では枯死する仔球があり,平 均仔球数が誠少する結果

となつた.

仔球の肥大とりん片の枯死 肥大状況 はTable1

にみ られるように,ど の温度においても光質による差

は見 られず,D区 とL区 との差も認められなかつた.

Table 1. Growth of scale  bulbiets under different light and temperature conditions.

Bulblet diameter in mm and coefficient of variability (CV).



枯 死 りん 片 の割 合 はFig.3に 見 られ る よ う に,25,

15℃ で,scaling開 始 後3カ 月後 か ら急 増 した.し か

し,光 質 に よ る差 は あ ま り明 らか で は なか つ た.

発 根 発根 率 はFig.4に み られ るよ うに どの 温度

で もR一 ドで は仙 の 光 条件 下 よ り高 い 傾 向が み られ た.

10℃ で は,D区 で と くに低 い 傾 向が 認 め られ た.

Fig. 4. Effect of light quality on rooting 
of scale  bulblets. Symbols are the same 
as shown in Fig. 1.

平均根数をFig.5に 示 す.ど の温度でもR下 で多

い傾向はみられたものの,あ まり顕著ではなかつた.

しかし,L区 に対してD区 ではどの温度でも根数が少

ない傾向がみられた.

Fig. 5. Effect of light quality on rooting 
of scale  bulblets. Symbols are the same as 
shown in Fig. 1.

出葉25℃ では光の質,L区,D区 に関係な く,

茎 出葉(抽 台)も りん 片葉 もまつたく発生 しなかつ

た.15℃ で も抽台はまつた くみられず,り んJ葉 は

R下 でわずか2仔 球に発生 しただけで あつた.10℃

では,25,15℃ の場合と同じく抽台はまつたくみら

れなかつた.こ れに対 して,り ん片葉はFig.6に

み られるように,R,0,B下 で発生 し,R下 では

scaling開 始後約3カ 月経つた頃,0下 およびB下 で

はさらに約1カ 月遅れて発生した.し か しながらD区

では実験終了時までりん片葉の発生はまつたくみられ

なかつた.

また,2,3,4月 に 調査した仔球(25,15℃

scaling区 の未出葉仔球)を それぞれ30日5℃ に冷

蔵したあと,25℃ 恒温室で6月 まで観察を続けたが,

出葉はまつたくみられなかつた.

考 察

仔球 の形成 とその後 の肥大について,Tincker

(1936)は りん片を埋めこむと仔球が少な く,形態は大

きくなるが,り ん片を露出 しておくと,仔 球数は多 く

なるが形態は小さくなるとし,田 村(1949)は,仔 球

形成は光の影響を受けないが,仔 球の肥大には暗黒が

望ましいと述べ,McRae(1964)も 仔球形成に光は不

要なことを報告している.本 実験においても25,15℃

での仔球形成は光の質だけでなく,L区 とD区 との間

にも差は認められなかつた.し か し,10℃ ではD区

の仔球形成は明らかにL区 のそれと比べて遅 く,数 も

少なかつた(Figs.1,2).

仔球の肥大についてみると,25,15℃ で はほぼ3

カ月で肥大が完了し(Table1),り ん片の枯死も多く

なる(Fig.3).こ れはりん片からの栄養移行によつ

て仔球の肥大が完了 したことを意味するものと考えら

れる.こ れに対 して10℃ では実験終了時にも仔球の

肥大は続行しており(Table1),枯 死 したりん片はま

つたくみられず(Fig.3),未 だにりん片の栄養によ

る仔球の肥大が行なわれているものとみられた.以 上

のような仔球肥大,り ん片の枯死の現象には,光 の質

およびL区 とD区 の途いの影響は認められなかつた.

しか しながら後述するように,光 の影響は出葉では明

らかに認められるので,実 験の目的に応 じて明暗およ

び光の質の選択を行なうことが望ましい.

10QCscalingの 場合,L区 ではR下 でもつとも早

くりん片葉が発生 し,ほ ぼ1カ 月遅れてB下 および0

下でも発生 した(Fig.6).こ のR下 では根の発生も

早く,そ の数も多い傾向が認められた(Figs.4,5).

インゲンマメの下胚軸における不定根発生もR下 で早

いことが知 られている(Fletcheretal.,1965).こ

れ らの事実から,り ん片葉発生と発根とは何らかの関

係を持つことが考えられ,そ の手がかりは内生生長調



Fig. 6. Effect of light quality on scaly leaf 
emergence. Symbols are the same as shown 
in Fig. 1.

節物質の動きなどを把握することによつて得られるも

のと期待されるが,こ れについては追つて検討を加え

たい.

著者は,暗 黒における仔球の本来の生育の姿は抽台

と考えられるが,光 はこの抽台を抑制 してりん片葉発

生を促進 し,こ の光の作用は低温によつて促進される

ことを観察 している(未 発表).こ のことから考えて

も,り ん片葉が発生しにくい暗黒で,か つ抽台も抑制

される低温下では,り ん片葉の発生と抽台とはどちら

が相対的に強い反応としてあらわれるかはきわめて興

味深いところで ある,本 実験 のうち,10℃ 暗 とい

うscaling条 件 は上記のものに近いものとして注目

されたが,実 験終了時までの5カ 月間には抽台もりん

片葉発生もみられなかつた.25お よび15℃ いずれの

scaling区 においても抽台はまつた くみられず,15℃

R下 でわずか2仔 球にりん片葉が発生しただけで,こ

こでは抽台に及ぼす光質の作用については明らかにす

ることができなかつた.

歌 田 ・鈴木(1973)は,カ ノコユ リではscaling

期によつても出葉仔球の割合が異なることを報告 し,

著者も,25℃ で も3～4カ 月後にはわずかではある

が,抽 台やりん片葉発生を認めている(未 発表).こ

れ らはりん片を採取 した母球の生理状態が,仔 球の出

葉にまで影響を及ぼすことを示唆するものとして注目

される.本 実験 において,全 般的に出葉が少なかつ

た原因の1つ として,促 成球 からりん片 を採取 した

ことが あげられよう.し たがつて今後は供試材料や

scaling時 期についての検討を加えながら,抽 台に及

ぼす光質の影響の究明してゆく予定である.

摘 要

テッポウユリ"ひ のもと"を 用い,仔 球の形成 肥

大,発 根,出 葉等の生育反応に及ぼす赤色光,橙 色

光,青 色光および暗黒の影響を調べた.phytotron内

の25,15,10℃ 恒温室において,暗 黒および着色螢

光灯 による連続照明下(り ん片 は0.015gcal/cm2・

minの 光量をその露出部に受けた)で1972年11月4

日か ら1973年4月3日 までscalingし,随 時抜き取

り調査を行なつた.仔 球の形成はいずれの温度でも光

質による差はみられなかつた.た だし,10℃ では暗

黒下で仔球の形成が照明下より遅い傾向がみられた.

発根はどの温度でも赤色光下で早 く,ま たその数も多

い傾向がみられ,10℃ では暗黒下での発根がとくに

遅れ,そ の数も少ない傾向がみられた.抽 台はどの温

度区でもみられず,光 質の影響を明らかにすることは

できなかつた.り ん片葉は10℃ 照明下で発生 し,光

質では赤色光下でもつとも早 く発生,橙 色光および青

色光下ではかなり遅れて発生 した.
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                                 Summary 

   The experiment was carried out to clarify the effect of red, orange and blue fluore-
scent lights and darkness during the scaling on the growth behaviour of scale  bulblets 
in the Easter lily. Easter lily `Hinomoto' was scaled at 25, 15 and 10°C constant tem-

peratures in darkness or in continuous fluorescent lights (0.015 gcal/cm2.min. at the 
upper part of scales which was exposed to the air) in a phytotron from Nov. 4, 1972 
through April 3, 1973. There were no differences in the bulblet initiation, bulblet 

growth and death of mother scales among lights at 25 and 15°C. There was a tendency 
at any temperatures that rooting of scale bulblets occurred more rapidly in red light 
than in blue or orange lights and in darkness. At 10°C, the bulblet initiation and 
rooting occurred more quickly in lights than in darkness. They were most rapid in red 
light. No scaly leaf was observed in any plots at 25°C. At 15°C there were only 2 
cases of scaly leaf emergence in red light. At 10°C scaly leaves emerged most quickly 
in red light and they were followed by those in blue light and in orange one. In 
darkness, however, they did not emerge by the end of experiment.


